
FIFAワールドカップが伝えたもの
日本の品格とは 校長 永野 俊也

世界中がサッカーのワールドカップに沸いた 12 月でした。12 月の全校朝会はこのことにふれなが
ら話をしました。子供たちに日本戦を「見た人！」と手を挙げてもらったところ、深夜にもかかわら

ず、割といて、関心の高さがうかがえました。実際、どの

試合もすばらしいものでした。

予選リーグでは、世界の強豪と言われるドイツやスペイ

ンが、高いボール支配率でゲームを進める中、先制されな

がらも追いつき逆転する日本チームの姿に、世界が驚き、

私たちは歓喜の声をあげました。続く決勝トーナメントで

も、前回大会準優勝の強豪クロアチアに対し、互角の戦い

をし苦しめたことも、その実力が本物であると世界の認識

を新たにしました。そしてその称賛は試合後も続きます。

ファンのいるスタンドに深々と礼をする森保監督の姿、

そして競技場を去る日本チームのロッカールームは、選手

たちによりきれいに掃除がなされ、そこには 11 羽の折り鶴
と、「ありがとう」のメッセージが日本語とアラビア語で書かれ

置かれていました。

日本では昔から、強者になればなるほど、「心技体」のバラン

スが求められ、それは武道からスポーツの世界全体に浸透してい

ます。グランドや競技場の清掃はもとより、対戦相手に敬意を払

うこと、礼儀を重んじることなど、ごく自然な姿のように思いま

す。あの大リーグで MVP を獲得した大谷選手も、グランドにゴ
ミが落ちていると、さりげなく拾いポケットにしまいます。

本当に自然な習慣なのだと思います。

そして日本のサッカーのサポーターも、試合に勝っても負けて

も、競技場の清掃をして帰ることが以前から習慣となっていました。これは、自分たちの思いを受け

て、一生懸命ピッチで躍動してくれた選手たちや、よき時間を過ごさせてもらった相手チームや大会

関係者に対しての「感謝」の姿なのだと思います。日本人の心の中にある思いが自然に姿となり現れ

ている。それがいつの間にか、日本の「品格」として、世界が称賛するようになったのではないかと

思います。

サッカーの試合と言えば、少し前までは勝っても負けても熱狂的なファンによる暴動がつきもので

した。それが、大きく力をつけ成長し、世界の注目を集めるようになった日本チームとともに、日本

人としての品格が、未来に向け明るいメッセージを伝える大会になったのではないか。そう思います。

さて、話を里小学校のことに移しましょう。11 月の終わりに嬉しいニュースが入りました。「里小
学校 5,6 年生チームが、薩摩川内市の小学校綱引き競技大会 B ブロックで優勝！」すでに、新聞など
で、地域の方もご存じなのではと思います。子供たちは、１学期からコーチや先生方の指導の下、

定期的に練習を重ねてきました。練習を見学した際、綱引きの型を作り、よいフォームを維持しつつ
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力が抜けないようすり足で圧をかけ、制圧していく。など、これが薩摩川内市の伝統

「大綱引き」の技なのかと、正直驚き、それを受け継ぎ、一本の綱で一体となっている

子供たちが、とてもたくましく見えました。

当日は、荒天のため参加できなかった下甑の３小学校の思いや、先に試合を終えて、

応援に来てくれた中津小のみんななど、甑島が一つになってい

る一体感もあったと話を聞きました。

これまで 15 回の大会中、３回を制した里小は、強豪校とし
て注目を集めると思いますが、よき伝統として後輩たちに伝え

てもらえればと思います。

12 月に入り、持久走大会も行われました。各自自分自身の自
己ベスト更新に向け、全力を尽くす姿がありました。今月は、

ワールドカップに始まり、綱引きや持久走など、胸を熱くし、

そして、さわやかな気持ちで迎える年末となりました。さあ、

2023 年は、どのようなドラマが待ち受けているのでしょうか？
健康に気をつけ、よき年を迎えましょう！

６日（金）鬼火焚き
１０日（火）始業式・大掃除

～１６日（月）いじめ問題を考える週間
生活リズム週間

１１日（水）委員会活動
１４日（土）土曜授業日
１７日（火）～１８日（水）

鹿児島学習定着度調査（５年）
１８日（水）～２０日（金）

先生と語ろう週間（Ｂ校時）
１９日（木）かのこゆり号来校
２３日（月）～２７日（金）

学校給食週間
２４日（火）授業参観（なわとび大会）
２５日（水）クラブ活動

１２月８日（木）は、校内持久走大会

がありました。今年度からは、２学期開

催に変更して行いました。

子供たちはこれまで、朝の体力アップ

の時間や体育の時間を使い、自分の目標

達成に向けて練習を重ねてきました。

本番当日は、校庭、沿道に保護者の皆

様や、地域の方々が大勢詰めかけてくだ

さり、温かい声援の中、子供たちは精一

杯走りきることができました。

自分の記録を達成できた人、そうでな

かった人、それぞれかと思いますが、こ

の持久走大会に向けての取組から得たこ

とを、今後の生活に活かしてほしいと思

います。

皆様の温かい御声援、感謝いたします。

１２月１０日（土）は、ＰＴＡの空き瓶回収

がありました。当日は、ＰＴＡ会員の皆様、地

域の方々、小中学生等、多くの皆様方の御協力

で行い、たくさんの瓶を集めることができまし

た。収益金額は、後日、分かり次第お知らせし、

有意義に活用させてもらいます。

御協力、ありがとうございました。



９月２５日（日）は、里幼・小・中合同運動会

が行われました。今年度も、コロナ拡大防止のた

め、地域の参加はなく、午前中のみの開催となり

ました。

子供たちは、練習を繰り返す中で、中学生の動

きから学びながら、日々成長し、競技に、応援に、

力強い姿を見せてくれました。子供たちが精一杯

取り組む姿に、保護者の皆様方も感動されたので

はないでしょうか。

今回の運動会を通して得た力を、今後の生活に

生かしてほしいと思います。

運動 会準備から

当日ま で の 御 協

力、あ りがとうご

１日（火）授業参観週間（県民週間）
～４日（金）
２日（水）委員会活動
３日（木）文化の日
４日（金）避難訓練（津波）
７日（月）～いい歯にっこり週間（～ 11日）
９日（水）～１１日（金）

先生と語ろう週間
９日（水）クラブ活動

１０日（木）かのこゆり号来校
１２日（土）土曜授業日
１７日（木）里中校区小中一貫教育研究公開
２３日（水）勤労感謝の日
２７日（日）日曜参観日
２８日（月）振替休日
２９日（火）市小学校綱引き競技大会

（５・６年）

【児童生徒作文コンクール】
○市特選 １年 中原 大洋 さん

３年 川﨑 祐芯 さん

４年 橋口 悠真 さん

○市入選 ２年 石原 真桜 さん

５年 石原 美空 さん

６年 下瀬 弥生 さん

１１月１日（火）～４日（金）は、

「かごしまの教育」県民週間です。

お時間のある方は、授業参観にお越し

ください。尚、参観される方は、来場

前の検温、マスク着用、手指消毒の御

協力をよろしくお願いします。

参観時間は、２～４校時（９：３５

～１２：１５）です。


